
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年 10月発行 

沖縄 SCウェブサイト 

 

  放送大学 沖縄学習センター 

TEL：098（895）5952 

FAX：098（895）5953 

〒903-0129 西原町字千原 1 番地 

（琉球大学構内：地域国際学習センター棟 4階・5階） 

 

機関誌「キャンパスニライ」の名称の由来 

 沖縄では昔から、はるか海の彼方に神々の住む世界「ニライカナイ」が
在るという伝説があり、そのニライカナイから、人々の住む島々に様々

な豊穣と幸せがもたらされると、広く信じられています。この放送大学

沖縄学習センターも、はるか宇宙の彼方から衛星放送により知識をもた

らし、生涯学習の喜びを人々に与える存在でありたいという願いを込

め、本機関誌の名称としました。 
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2025年度第 1学期の「学位記授与式」が 2025年 9月 20日に沖縄学習センター

大講義室で 14時から挙行された。 

式には 15名が出席され、和田浩二沖縄学習センター所長から、「卒業証書・学位記」

が授与された。 

その後、岩永雅也放送大学学長から卒業にあたってのメッセージ（DVD）と和田所長、

そして高江洲誠同窓会会長からそれぞれ祝辞が述べられた。 

卒業生を代表して、名誉学生の称号を授与された玻名城裕さんから挨拶が述べられた。 

今学期は、放送大学名誉学生（教養学部のすべての 6コースを卒業）が 2名誕生し、

当センターにおいて 7人目となりました。 

卒業生の年齢構成は、20代 10名、30代 3名、40代 6名、50代 4名、60代 

7名、70代 5名、80代１名の合計 36名。最年長は 80歳で最年少は 23歳。 

沖縄学習センターでは、1988年度第2学期に初めての学部生3名が卒業して以来、

2025年度第 1学期までの卒業生は、今回の 36名を含め、1,236名となった。 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ご卒業おめでとうございます 

学部生３６名 （名誉学生２名） 

【生活と福祉コース】 ８名   【心理と教育コース】 １４名 

【社会と産業コース】 ７名   【人間と文化コース】  ３名 

【情報コース】    １名   【自然と環境コース】  ３名 
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卒業は自分一人の成果ではない 

 

教養学部 自然と環境コース卒業  

２０２５年度名誉学生 玻名城 裕 

 

私は、高校時代は怠けて勉強しなかったため、琉球大学の入試に２度不合格となりました。それ以来、

学歴コンプレックスを抱え続けてきました。2000年、名護市の万国津梁館で第 26回主要国首脳会議（沖

縄サミット）が開催されたのをきっかけに、意を決して「人間の探求専攻」に入学しました。満 53 歳になっ

たばかりの頃です。 

職場では大学生になったことを自慢しすぎて総スカンを食らいましたが、上司が「産業と技術専攻なら

いいよな！」と取りなしてくれたため、専攻を「産業と技術専攻」に変更しました。５年かけてついに卒業し

ました。しかし、卒業しても昇給はありませんでした。 

それでも「大卒の資格を活かしたい」という思いから、ある専門学校の社会福祉士養成通信課程に入

学しました。大きな段ボール箱にぎっしり詰まった教材が届いたときは驚きましたが、気を取り直して猛

勉強しました。１年７か月の課程を修了し受験資格を取得しましたが、連戦連敗で社会福祉士は諦める

ことにしました。 

その後、2014 年に再入学し、「生活と福祉コース」「心理と教育コース」「人間と文化コース」「情報コー

ス」を卒業。そして本日、「自然と環境コース」を卒業することができました。 

全科履修生として入学し、124 単位を取得して卒業するまでの毎日は、78 年の人生の中で最もドラマ

チックでした。職場から帰宅後は、夕食の時間も勉強のことしか頭になく、妻には「美味しいとも言わない

の！」「顔も見ないでかき込むだけか！」と突かれることもありました。ご機嫌を取ろうとするとムキになっ

て怒るので大変でしたが、それでも卒業できたのは妻の支えがあったからこそ。今でも感謝しています。 

家事や育児をしながら放送大学で学んでいる女性の皆様に、心からエールを送りたいと思います。 

サークルでは、先輩が名誉学生の先鞭をつけてくれたおかげで、躊躇なくチャレンジすることができまし

た。仲間からは継続する力をもらいました。10 月からは「社会と産業コース」の学生として、学びを続けま

す。多くの先輩や仲間から様々な影響を受けて、少し丸くなったような気がします。おかげさまです。あり

がとうございます。 
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 学習センターは、面接授業(スクーリング授業)を行うほか、図書・雑誌の閲覧、放送授業の視聴がで

きる設備があり、客員教員による学習相談や、各種証明書発行などを行うことができる学習の拠点です。 

学習センターには、センター所長と客員教員、事務職員がおり、学習上の各種相談に応じます。学生

の皆さんが教職員や学友とふれあうことのできる場でもあります。 

 沖縄学習センターでは、「自宅以外でも学習スペースが欲しい」「気分を変えて学習に取り組みたい」

という方が、視聴学習室・図書室や学生控室を利用されています。 

 また、曜日別で客員教員の専門性を活かしたゼミや学習相談が受けられます。 

 その他にはサークルに所属し、学生間交流を活発にしている学生もいます。 

 このように様々な目的で、沖縄学習センターの施設利用をすることができます。 

 在学生も入学を検討されている方も、何か不明な点があれば、センター職員に相談ください。 

 学習センターを活用しながら、大学生活を満喫してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「沖縄学習センター」は、琉球大学構内地域国際学習センター棟４階・５階にあります。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学習センター」ってどんなところ？ 

沖縄学習センター利用時間 

【開所日】火～日 9：30～17：45 

 

【閉所日】月曜日・祝日・年末年始 

※臨時閉所する場合があります。 

沖縄学習センターウェブサイトを 

ご覧ください。 

  TEL：098-895-5952 

【事務室】４階 

・入学履修相談 

・各種証明書発行 等 

【視聴学習室・図書室】４階 

・放送授業の視聴 

・図書の閲覧 

【学生控室】４階 

・休息、談話、飲食 等 

【ＩＣＴ学習室】４階 

・ICTを活用した学習が可能 

【客員教員室】５階 

・学習相談 
【講義室】５階 

・面接授業、ゼミ 

沖縄学習センター 
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＜開所日＞火曜日～日曜日 ９：３０～１７：４５ 

＜閉所日＞月曜日、国民の祝日等 

※利用時間の変更等については、沖縄学習センターWeb サイトをご確認ください。 

図書室の資料（書籍、放送教材、雑誌など）は、室内での閲覧のみ可能です。 

インターネット視聴端末 PC を設置しています。PC からシステムWAKABA にログインすると、開講

されている全ての放送授業が視聴できます。 

※放送授業等を視聴する際には、イヤフォンが必要となりますので、イヤフォンをご持参ください。 

OPAC 
インターネットを介して利用できる蔵書検索システム
です。放送大学附属図書館の一般図書を予約・取寄申
込ができます。 
検索方法や貸出については、放送大学附属図書館Web 
サイトにある「リブナビ・リブナビプラス」をご確認
ください。 

 
電子ブック・電子ジャーナルリモートアクセス 

ご自宅で電子ブック・電子ジャーナルを閲覧すること
ができるサイトです。放送大学附属図書館 Web サイ
トにある「リモートアクセス」にログインしご利用く
ださい。ログイン ID・パスワードはシステムWAKABA
と同じです。 

 

The OUJ Journal of Arts and Sciences 

（放送大学文化科学研究） 
放送大学大学院 修士課程修了者および博士後期課程
在籍者・修了者によるオンラインジャーナル『放送大
学文化科学研究』のサイトです。 

視聴学習 

利用のルール 

便利なシステム・サイトのご案内 
（放送大学附属図書館Webサイト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入室時には、必ず「学生証」

を事務室へご提出ください。 

 

室内は静かにご利用ください。大き

な声や大きな音は他の利用者の学習

の妨げになります。 

資料への書き込みや撮影は

禁止です。 

室内には学習に必要なもののみ持込み

可能です。カバンや手荷物等はコイン

ロッカーをご利用ください。 

室内での飲食は禁止です。ただし、

ペットボトルや水筒（蓋付き）は、

持ち込み可能です。 

室内での通話は禁止です。携帯電話

は電源を切るか、マナーモードに設

定してください。 

OPAC（蔵書検索）

はコチラ 

リブナビ・リブナビ

プラスはコチラ 

電子ブック等のリモー

トアクセスはコチラ 

放送大学文化科学研究

はコチラ 

図書室資料の閲覧 

利用時間 

視聴学習室・図書室のご利用案内 
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10月～12月のスケジュール 

閉所日・臨時閉所日 
 

スケジュールあり 

 

 

 

 

 

 

 

10 Oct 
日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31  

 

 

11 Nov 
日 月 火 水 木 金 土 

      1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30       

 

 

12 Dec 
日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

 

 

 
  ※最新の情報については沖縄学習センターWebサイトをご確認ください。 

 

 

４日 大学院(修士・博士)第１次選考（筆記試験) 

５日 入学者の集い・オリエンテーション(１４時) 

１８日～１９日 面接授業 

２５日～２６日 面接授業 

１日～２日 面接授業 

８日～９日 面接授業 

１６日 臨時閉所日（千原キャンパス停電） 

２２日 交流文化祭 

２３日 閉所日（勤労感謝の日） 

２６日 第１学期学生募集受付開始（～３月中旬） 

２９日～３０日 面接授業 

 

６日～７日 面接授業 

１３日～１４日 面接授業 

２０日～２１日 面接授業 

２７日～２８日 臨時閉所日 

２９日～３１日 閉所日 

【通信指導提出期間】 

通信指導（Web） : ６日１０時～２６日１７時 

通信指導（郵送）:１２日～２６日＜必着＞ 

【面接授業科目の追加登録について】 

空 席 発 表 ：１７日１５時 

事前申請受付期間：１７日１５時～２２日１３時１０分 

先着申請受付開始※：２３日１５時以降 
※事前申請で満席とならなかった科目のみ受付 
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1 月～３月のスケジュール 

閉所日・臨時閉所日 
 

スケジュールあり 

 

 

 

 

 

 

 

1 Jan 
日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

 

 

 

 

2 Feb 
日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

 

 
 

 

3 Mar 
日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

 

 

 
  ※最新の情報については沖縄学習センターWebサイトをご確認ください。 

 

 

１日 閉所日（元旦） 

２日～３日 閉所日 

 ４日 臨時閉所日 

１７日～１８日 臨時閉所日（大学入学共通テスト） 

１１日 閉所日（建国記念の日） 

１７日 単位認定試験成績通知発送 

２０日 閉所日（春分の日） 

２１日 学位記授与式（１４時） 

【第２学期単位認定試験期間】 

択 一 式 科 目 ( W e b ) :１８日９時～２６日１７時 

記述式・併用式科目(Web):１８日９時～２２日１７時 

郵 送 試 験 :１８日～２２日＜必着＞ 

【２０２６年度 第１学期科目登録申請受付期間】 

Web 申請：１３日～２８日 

郵送申請：１３日～２７日＜必着＞ 
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 過去 1年分の過去問題と解答を閲覧できます。単位認定試験対策に活用しよう！ 

 学習センターでWi-Fi利用する場合の「情報セキュリティー」の受講や各種教材

等ｅラーニングによる自己学習が可能です。 

 インターネット配信を視聴できます。 
 学生は全ての放送授業を視聴できるので、次学期の科目選択に視聴するのもよいです。 

 修学関連や沖縄学習センターからの連絡

が届くので、定期的に確認しましょう。 

  メール受信の設定もおすすめします。 

 大学本部からのお知らせが掲載

されます。定期的に確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の通信指導や 1月の単位認定試験がＷｅｂ受験方式になり、システムＷＡＫＡＢＡから解答

提出となっています。（一部、郵送試験科目もあり） 

 その他にも学生の学修をサポートするための各種情報（履修成績照会、変更・異動手続き、出願・

科目登録申請など）があり、大学からのお知らせが届いています。定期的に確認しましょう！ 

システム WAKABAを活用しよう！ 
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カテゴリーを選択し、次にコースを選択します。 

授業科目を選択します。 

科目名、講師名等でも検索できます 
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≪教務情報≫でこんなことができます！ 【学生カルテ】 

 学籍・履修情報、単位修得状況、授業料納入情報等が

確認できます。 

【変更・異動手続】 

 住所変更、氏名変更、緊急連絡先変更は随時変更可。 

所属学習センター変更、コース・カリキュラム移行、

休学、退学等の届出は、受付期間内の手続き。 

【履修成績照会】 

 受講した全授業科目の履修結果がわかります。 

【出願・科目登録申請】 

 科目登録申請：申請期間内に次学期の科目を登録 

 継続入学申請：卒業や期間満了の方で継続の出願 

 出願申請進行状況確認：出願後に確認したい場合 

【シラバス検索】 

 授業科目のシラバスが確認できます。 

【自己判断（シミュレート）】 

 所属コース変更やカリキュラム移行のシミュレーション

で卒業要件の不足単位数の違いを確認できます。 

【資格取得判定】【資格取得申請書】 

 科目軍履修認証制度（放送大学エキスパート）の資格要件

を満たしているか自己判定ができ、申請書の出力も可能。 

沖縄学習センターウェブサイトを活用しよう！ 

沖縄学習センターウェブサイトのＨＯＭＥ画面に

は、イベント情報や面接授業に関する情報なども随時

更新しています。お知らせ欄には、学習相談のお休み

連絡やセンターの臨時閉所などを掲載しています。 

来所の前には、ぜひチェックしてほしいです。 

『沖縄学習センター』で検索 

もしくは、こちらのQRコードから 

『Instagram』を開設しました！ 

SNSでもイベント情報など発信していきたいなと思っています。 

フォロワーが増えると発信の活力になります。 

頑張って更新していきますので、 

フォローをお願いします。<( _ _ )> 



Web通信指導提出期間 
11月 6日（木）10時～11月 26日（水）17時 
 

郵送による提出期間※ 
11月 12日（水）～11月 26日（水）必着 
※郵送提出科目、Web通信指導による提出が困難な方に 

限ります。 

 

問題の閲覧 
履修科目の通信指導問題は、10月上旬にシステム 

WAKABA「授業共有ファイル」（右図参照）に  

アップロードされます。郵送提出科目は、１０月 

下旬に大学本部から問題冊子等が郵送されます。 

放送授業科目および一部のオンライン授業科目では、通信指導を提出し合格後、単位認定試験を受験し合格

すると単位を修得できます。詳細については、『授業科目案内』やシステムWAKABAをご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信指導の提出

はここをクリック 

通信指導の問題の 

閲覧はここをクリック 

2025年度第 2学期 通信指導・単位認定試験について 

試験日程 
 

実施方法 出題形式 試験日程 

Web試験 
択 一 式 科 目 １月１８日（日）９時～１月２６日（月）１７時 

記述式・併用式科目 １月１８日（日）９時～１月２２日（木）１７時 

郵送試験 すべての出題形式 １月１８日（日）～１月２２日（木）＜必着＞ 

 

Web単位認定試験体験版 
システムWAKABAで体験版を公開しています。 

解答提出までの操作方法やご自身の受験環境での 

動作確認について単位認定試験期間前までに必ず 

ご確認ください。 

※学習センターで受験される方は学習センター 

での操作体験会に必ずご参加ください。 

 

過去問の閲覧 
過去 1年間（2学期分）の単位認定試験問題と解 

答をシステムWAKABAで公表しています。 

試験対策にご活用ください。 

Web 単位認定試験の

体験版はここをクリック 

単位認定試験の過去問は 

ここをクリック 

大学院のWeb単位認定試験について 
2025年度第 1学期単位認定試験から、Webカメラによる「本人確認」を実施しています。

事前にWeb 単位認定試験システムで、撮影同意確認およびカメラ所持・使用確認テストの

受験が必要です。Webカメラ利用の操作方法については、Web単位認定試験システムに操

作ガイドがありますのでご確認ください。 

 

通信指導 

単位認定試験
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面接授業における自分用パソコン持込み方式（BYOD） 

◎パソコンを使う面接授業について 
 2024年度第 1学期以降、パソコンを使う面接授業は、受講者ご自身にパソコン等を持参して受講
していただくこととなりました。これにより、普段使い慣れたご自身のパソコン等で、授業の受講、
予習や復習を行うことができます。 

  受講に必要なパソコン等端末の種類（パソコン、タブレット等）やソフトウェア（OSやアプリケー
ションソフト）は科目ごとに異なります。また、インターネット接続が必要な科目がありますので、
登録前にシラバスを必ずご確認ください。 

 

BYODの講義でインターネット接続が必要な場合は、Wi-Fi利用申請をしてください。 

 

  

 

授業以外にも学習センター内での利用を希望する方は、下記の手順に従ってお申込みください。 
（個人の PC・タブレット・スマホで利用することができます） 

 

STEP1：システムWAKABAにログインし、「情報セキュリティ研修」を受講し修了する。 

❷ 

STEP2：無線 LAN利用申請書（オンライン）を行い、ID とパスワードを発行する。 

センター内、Wi-Fi利用 

可能エリアにて 

 

2021年度情報セキュリティ研修（学生用）」を
クリック！！ 

 

①動画コンテンツ（1 時間程度）を視聴し、小テストを

受験！ ※100％正解必須。 

 

 

➊ 

 

各種届出・申請様式 

❷ 「各種届出・申請様式」→「無線 LAN申請（オンライン）

について」→ファイル（申請方法（学生用））をクリックし、

申請方法を確認して閉じる  

→参考 URL（ｈｔｔｐｓ：//foｒmｓ～）をクリック 

①必ずキャンパスメール（学生番号@campus.ouj.ac.jp）で

ログインし、無線ＬＡＮ利用申請を行う。 

②発行されたＩＤとパスワードをメモする。                                 

 STEP3：学習センターのWi-Fiに接続 

 学習センター内で、「WiFi-houdai」に接続し、発行された ID とパスワードを入力し接続する。 

（ID=ユーザー名） 

 

 

➊ 
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（※）自分用パソコン持ち込み方式（BYOD）の授業です。 

対面式ではなく、ご自宅などでパソコンを用いてリアルタイムで受講します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授 業 日 科 目 名 担当講師 定員 科目区分 
登録受付期限 

（空席がある場合） 

10月１8日（土） 

10月 19日（日） 

お金についての本当の話 日熊 隆則 3０ 基盤科目 

10月 11日（土） 

（注） 
介護現場のアンガーマネジメント 大湾 知子 30 専門科目：生活と福祉 

心理学実験２（※） 古川 卓 20 専門科目：心理と教育 

10月 25日（土） 

10月 26日（日） 

基本英文法と英語表現 下地 敏洋 2０ 基盤科目：外国語 10月 18日（土）

（注） 心理学実験１（※） 井村 弘子 2０ 専門科目：心理と教育 

11月 １日（土） 

11月 2日（日） 

新・初歩からのパソコン（※） 國田 樹 ２0 基盤科目 
10月 25日（土） 

ゲーム理論 堀 勝彦 20 導入科目：社会と産業 

11月 8日（土）

11月 9日（日） 

沖縄の自然環境と世界自然遺産 佐々木 健志 15 専門科目：自然と環境 
 

11月 1日（土） 

 

現代医療の成り立ちと諸問題 山本 秀幸 30 専門科目：生活と福祉 

健康のための統計を理解する（※） 米本 孝二 20 専門科目：情報 

11月 29日（土） 

11月 30日（日） 

『源氏物語』-原作と再生作品 萩野 敦子 28 専門科目：人間と文化 
11月 22日（土） 

心理検査法基礎実習 田中 寛二 4０ 専門科目：心理と教育 

12月 6日（土） 

12月 7日（日） 

園芸福祉入門 赤嶺 光 30 専門科目：生活と福祉 
11月 29日（土） 

西洋図像学入門 船岡 美穂子 4０ 導入科目：人間と文化 

12月 13日（土） 

12月 14日（日） 

心理学実験 3（※） 廣瀬 等 ２0 専門科目：心理と教育 
12月 6日（土） 

日本語で広がる異文化 尚 真貴子 22 導入科目：人間と文化 

12月 20日（土） 

12月 21日（日） 

琉球弧の民俗文化-自然と人- 高橋 そよ 22 専門科目：人間と文化 

12月 13日（土） AI・機械学習入門（対面）（※） 宮田 龍太 20 専門科目：情報 

AI・機械学習入門（Zoom）自宅等 宮田 龍太 15 専門科目：情報 

11月１4日（金） 

11月２1日（金） 

11月 28 日（金） 

12月 5日（金） 

各日、第 3・4時限 

 

 

★事例から学ぶ AI・深層学習 

 

 

宮田 龍太 

 

 

 

 

２０ 

 

 

専門科目：情報 

 

 

11月 4日（火） 

 面接授業は、学習センターで講師の直接の指導を受けながら、他の学生と一緒に学ぶことができる授業です。

放送授業では体験できない実験や地域に密着した講義があり、学生同士で学びあう楽しさも共有できます。 

 ２０２５年度第 2学期の面接授業の空席状況は、10月17日（金）15時に、放送大学ウェブサイト「システ

ムWAKABA」で発表されます。空席発表後は、Webを通じて追加登録の事前申請が可能です。 

事前申請で満席とならなかった科目については、先着順で申請を行うことができます。詳しくは、次項の

面接授業科目の「追加登録について」をご覧ください。 

（注）当該科目につきましては、窓口申請のみ受付とします。（詳細は、沖縄学習センターウェブサイトに掲載します。） 

２０２５年度第 2学期面接授業一覧 
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202５年度第 2学期面接授業のご案内 

ライブWeb授業 



科目登録決定後、空席のある科目については、当該科目を開設する学習センターで追加登録を受付けます。 

「仕事の都合が直前までわからなくて科目登録を見送った」という方も、この機会を活かして面接授業          

の追加登録をご検討ください。また、2024年度第2学期から、全ての学習センターでウェブ から追加登

録の事前申請が可能となりましたので、ぜひご利用ください。 

追加登録は以下のとおり行います。 

 

                          １．空席発表 

10月１7日（金）１５時 空席のある科目と人数を発表 

  

                    ２．事前申請受付 

空席発表～10月22日（水）１３時10分          事前申請の受付 

10月23日（木）           当選科目を連絡 

10月30日（木）まで     授業料納入 

 

     ３．先着申請受付（事前申請で満席とならなかった科目） 

10月23日（木）１５時以降      先着順で受付 

    

   

空席発表 10月 17日（金） １５時 
 

面接授業ウェブサイト（第2学期）の「お知らせ」にて、全国の空席状況を確認できます。 

面接授業ウェブサイト（mensetsu-cnh.ouj.ac.jp/2/） は、以下の QR コードやシステム WAKABAの 

学内リンクからアクセスしてください。 

 

放送大学トップページから→在学生（WAKABA）をクリック 

→システムWAKABAへログイン 

→学内リンクの面接授業（第2学期）のページ 

→お知らせに掲載します。 

  

 

 

 

 

 

 

面接授業ウェブサイト 2学期 

12 

面接授業科目の｢追加登録」 について （ライブ Web 授業も準じます） 



 

事前申請受付  
 

追加申請の事前申請は、開設する学習センターごとに受付を行います。他の学習センターの開設科目の受付け

はできません。 それぞれの学習センターへ申請してください。 

 
 
事前申請の受付 
【空席発表～            

10月22日（水）１３時10分】 

事前申請受付期間内に、次の A、B のいずれかの方法により申請

してください。 

A：Google フォームから申請 
各学習センターのウェブサイトの「お知らせ」から、Google フォーム

の URL をクリックして、必要な項目を入力してください。 

 

 

 

 

 

※イメージ図 

B：学習センター窓口で申請 
開所時間を確認の上、追加登録申請書をご持参ください。 

なお、追加登録申請書を郵送することも可能ですが、その場合は 

10月22日（水）午前必着です。昨今の郵送事情から配送が遅

れることが予想されますので、 Googleフォームからの申請

を強くお勧めします。 

 

当選科目を連絡 
【10月23日（木）】 

学習センターからキャンパスメール（学生番号＠campus.ouj.ac.jp）

へ抽選結果をお知らせします。キャンパスメールの確認方法がわから

ない方は、事前にお問い合わせください。 

なお、空席枠以上の申込みがあった科目は、学習センターにて厳正に

抽選を行い、当選者を決定いたします。 

 

授業料納入 
【10月30日（木）まで】 

※2025 年度２学期から、授業料はキャッシュレス決済でのお支

払いが可能となります。基本的に、現金の取扱いができません。 

当選した科目があった方は、「1.自宅での決済」、「２.開設学習セ

ンター窓口での決済」を利用して決済手続きを進めます。 

なお、決済期日までに手続きが必要ですので、期限までに納入

できない場合は、必ず、開設学習センターにご連絡ください。 

また、当選した科目のキャンセルはできませんのでご注意くだ

さい。 

授業料は、「１科目 6,000 円 × 当選科目数」が必要です。 
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【ご注意ください】 

・Google フォームで申請した内容は修正可能ですが、修正が難しい場合は、期日までに再度申請してください。 

複数回申請した場合、原則として最後の申請を有効とします。 

なお、Googleフォームと郵送を重複して申請した場合、原則として先に処理したものをもって申請とします。 

・複数の学習センターに同名の科目を申請した場合や、日程が重複する科目を申請した場合、どちらを優先するかの

希望順は選択できませんので、ご注意ください。 

 

 

 

授業料納入つづき 
【10月30日（木）まで】 

1.ご自宅等での決済 

・科目開設学習センターよりキャンパスメール宛てに、決済用

URLを記載したメールを送付します。 

・メールに記載されたURLにアクセスし、支払い方法「クレジット

カード決済」、「コード決済」「コンビニ決済」のいずれか選択し、

決済用URLを受領した翌日中を期限として決済を完了する。 

・学習センターは、支払い完了を確認後、面接授業科目追加登録

決定通知書を交付します。 

 
 

 

 

 

 

 

 
決済用 URLを記載したメール（イメージ） 

 

＊赤枠の決裁手続き URLをクリックすると 

 決裁サイト（決裁画面）が開きます。 

 

決済サイト（スマートフォン・イメージ） 

 
 

2．学習センターでの決済 

・窓口にある決済端末にてお支払いが可能です。 

・支払方法「クレジットカード決済」、「コード決済」「電子マネー

決済」のいずれかを選択し、決済を完了する。 

・支払完了後、科目登録決定通知書を受け取る。 

 

＊2026 年度 1 学期以降、面接授業・ライブ Web 授業の追加

登録に係る支払い場所、支払方法に関わらず、１科目につき

200円の事務手数料が必要となります。 
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先着申請受付（事前申請で満席とならなかった科目） 

事前申請で満席とならなかった科目については、空席状況をシステム WAKABA で随時確認でき、原則と

して開講日の７日前まで先着順で追加登録を受け付けます。 

空席確認 
【10月23日（木）１５時以降随時】 

 

放送大学トップページ→ 在学生(WAKABA)をクリック 

→システムＷＡＫＡＢＡへログイン 

→教務情報→科目登録申請→空席照会をクリック 

→希望の科目を検索 

 

先着申請 
【10月23日（木）１５ 時～ 

 原則として開講日の７日前まで】 

先着順に受け付けます。申請の前に空席状況を確認してください。 

 

【窓口申請】 
・開設学習センターの開所時間内に、追加登録申請書をご持参くださ

い。 

・所定の授業料（1科目 6,000 円 × 申請科目数）について、窓口に

ある決済端末にてお支払いください。 

・支払方法「クレジットカード決済」、「コード決済」「電子マネー決済」

のいずれかを選択し、決済を完了する。 

・支払完了後、科目登録決定通知書を受け取る。 

 
【メール申請】 
・開設学習センターの面接授業担当宛（okinawa-h@ouj.ac.jp）

へ、キャンパスメールで追加登録申請書を送付してください。 

・申請書を確認し、学習センターよりキャンパスメール宛てに、決済用

URLを記載したメールを送付します。 

・メールに記載されたURLにアクセスし、支払い方法「クレジットカー

ド決済」、「コード決済」「コンビニ決済」のいずれか選択し、決済用

URLを受領した翌日中を期限として決済を完了する。 

＊前ページの決裁手続きイメージをご参照ください。 

・学習センターは、支払い完了を確認後、面接授業科目追加登録決

定通知書をメールにて交付します。 

 

＊2026年度1学期以降、面接授業・ライブWeb授業の追加

登録に係る支払い場所、支払方法に関わらず、１科目につき

200円の事務手数料が必要となります。 

 

15 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄学習センター  ☎：098-895-5952  閉所日：月曜日・祝日・年末年始 

暴風警報に伴うセンター対応 

※地震・火災等の場合は、所長が状況を判断し、閉所の有無を決定する。 

※面接授業・単位認定試験の場合は所長が大学本部と調整する。 

「暴風警報及び気象等に関する特別警報」（ 以下、暴風警報）が主として西原町

に発令されている場合は、次のとおり対応する。 

 

 

 

暴風警報発令中の場合 
路線バス運行の有無に関わらず沖縄学習センターは臨時閉所 
「大雨注意報」「大雨特別警報」あるいは「線状降水帯」などが発表されている間は、 

安全確保のため、センターへの来所をお控えください。 

 

Point 1 

開所中に 

暴風警報発令 
 

午前８時以降も 

暴風警報継続 

 

午前８時までに 

暴風警報解除 

通常どおりセンター開所 

9：30 - 17：45 

 

センターは 

終日臨時閉所 
 

路線バス運行の有無に関わらず 

センターは臨時閉所 
 

午前 8時を起点にセンターの開閉を検討 

Point 2 

学生・教職員共通 
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沖縄学習センターの客員教員の先生方による無料のゼミを開講します。 

様々な分野を学ぶ絶好のチャンスです。皆様のご参加をお待ちしております。 
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 小川 護 先生 
定員 10人 『ご当地グルメと地理学』 

12 月２日・９日・16 日・23 日（全 4回） 

地理学は、それぞれの場所がなぜそのような特色（地域性）を有しているかを探求する科

学です。このゼミではご当地グルメをキーワードとしながら、なぜそこでその料理や食べも

のが生まれたのか？なぜその食材を使っているのか？気候や地形などの自然環境との関わり

や、その土地の特徴や歴史からの風土性を中心に、ご当地グルメの成り立ちの背景を地理学

の力を借りて考えていきます。食文化に関心のある方の参加をお待ちしております。 

 
11 月５日・12 日・19 日・26 日（全 4回） 

 英語を母国語としない学習者が英語を確実に定着させるには、英文法の学びはとても大切

である。そのことが、リーディング、ライティング、スピーキング、リスニング、インタラ

クションを総合的に伸ばすことにつながると考える。そのため、中学校の文法教材を活用し

て、コミュニケーションにつながる基礎的な英語力を育成する。具体的には、実用英語検定

試験 3級程度の文法教材を活用して、総合的な英語力の向上を図るものとする。 

 

『 基礎的英文法の習得と活用』 定員 15人 
下地 敏洋 先生 

202５年度 第２学期 ゼミ開講のお知らせ 

受講料 場 所 受付期間 無 料 沖縄学習センター 各ゼミ開講の 1週間前まで 

※途中参加はできません 

※沖縄学習センター所属の学生対象 

お申込みはメールのみ受付けます。お電話での受付は致しません。 

ゼミに関するお知らせ等は全てメールで行います。 

以下をご記入の上、（okinawa-zemi@ouj.ac.jp）までお申込みください。 

①タイトル：〇〇先生のゼミ申込みについて 

②氏名（フルネーム） ③学生番号  ④メールアドレス  ⑤希望のゼミ名 

申込方法 

 
11 月12 日・19 日・26 日、12 月 3 日（全４回） 

 「食育」という言葉は、2005年食育基本法施工後使用されていると思われがちですが、

明治時代から食事の重要性を説くうえで用いられています。現在、家庭や学校、地域で子ど

もから大人まで、様々な場面で食育の取組が行われています。食育は、食の「知識+経験+対

話」を通して人生を豊かにしてくれます。これまでのご自身の食にまつわる思い出や食生活

などを振り返りながら、食と健康・栄養、食文化など・・・共に考えてみませんか。 

 

井口 直子 先生 

曜日 10：30～12：0０ 

『 子どもから大人までの食育 』 定員 10人 

曜日 10：30～12：0０ 

曜日 14：00～15：3０ 



政治ってよくわからない。経済もいろんな人が勝手なことを言っててよくわからない。 

選挙に行っても誰に入れたらいいのかわからない。国の借金が 1,000兆円を超えたってい

うけど大丈夫なの？そんな人のために、政治や経済を見る眼鏡を手に入れようというのがゼ

ミの目的です。税金やお金の仕組みを知れば、自然と見る目が養われてきます。一緒にいろ

いろと情報共有して、子どもたちの未来のために勉強しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★客員教員による学習相談★★★ 

  曜日 相談対応日時 担 当 教 員 専 門 分 野 

火 
10：00～13：00 小川  護 （沖縄国際大学特任教授） 人文地理学、地図学 

13：00～17：00 井村 弘子（沖縄国際大学名誉教授） 臨床心理学 

水 
10：00～13：00 井口 直子（琉球大学准教授） 給食管理、食育 

13：00～17：00 下地 敏洋（元琉球大学教授） 老年学、英語教育学 

木  
10：00～13：00 尚 真貴子（沖縄国際大学特任教授） 日本語教育 

金 14：00～17：00 高良 美樹（琉球大学准教授） 社会心理学 

土 13：00～17：00 大湾 知子（前琉球大学准教授） 感染看護学、尿失禁看護学 

日 10：00～14：00 日熊 隆則（元琉球大学准教授） 情報数学、解析学 

※ゼミ開催中は、学習相談の対応は不可となります。 

11 月７日・14 日・21 日、12 月５日（全 4回） 
『出会いと合意形成の心理』 定員 10人 高良 美樹 先生 

 「出会いと合意形成の心理」では、他者と出会い。グループを形成し、ある事柄について

合意を形成していく過程についてワークを通じ経験的に学習することを目標とします。映像

資料や配布資料などを使いながら共に学んでいきたいと考えています。ゼミメンバーの皆様

の積極的な授業参加を期待しています。 

 
11 月６日・13 日・20 日・27 日、12 月４日（全５回） 

 身近な言葉には、意外なルーツや知られざるストーリーが隠されています。このゼミでは、

「しらを切る」「へそを曲げる」などの慣用句やことわざを取り上げ、それぞれの語源や背

景を探ります。言葉の成り立ちを知ることで、日本語の奥深さと人々の暮らしの知恵が見え

てきます。言葉の裏側を一緒に旅してみませんか。日常をちょっと面白くする「語源探訪」、

日本語に興味がある人、ゼミで探求してみたい人、大歓迎です！ 

 大湾 知子 先生 『ウイルス・尿失禁・尿路の感染症予防の技』 

曜日 14：00～16：00 

コロナウイルス感染症が各地でまだ発生しております。 

私たちの日常生活において益々、感染症予防の自己管理が重要であることが求められます。

ゼミでは、コロナウイルス感染症、尿失禁・尿路感染症を予防する知識・技術・態度などを

解説し実践的に行い、いかに予防する技を身に付けると得する！ことを実感してもらいま

す。知識を深め態度を養い、技を身に付け自己管理に活かしましょう。 

曜日 10：30～12：00 

 
２月１日・８日・15 日・22 日（全 4回） 

『お金の仕組みを知って経済と政治を見よう』 日熊 隆則 先生 
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『第 3 弾！ことば探訪「語源の裏ばなし」』 

 

尚 真貴子 先生 定員 10人 

曜日 10：30～12：0０ 

曜日 14：30～16：0０ 

定員 10人 

定員 10人 

1 月31 日、2 月7 日・14 日・21 日（全 4回） 



 

 

 

 

 

客員教員による公開講演会 

In 沖縄県立図書館 
放送大学沖縄学習センターの客員教員の先生方による講演会を

開催いたします。 

参加ご希望の方は、事前予約をお願いいたします。（定員５0 名） 

2025 年 12 月 21 日（日） 

14：00～15：30 
井口 直子 先生 子どもの食をはぐくむ学校給食 

2026 年  1 月 17 日（土） 

14：00～15：30 
小川  護  先生 

日本復帰以降の沖縄における耕

種農業の変容とこれからの展望 

【講演会の申込み方法】 
①沖縄学習センター窓口で直接申込み・・・職員にお声かけください。 

②お電話で申込み・・・・・・・・・・・・☏ ０９８-８９５-５９５２ 

③メールで申込み・・・・・・・・・・・・okinawa-h@ouj.ac.jp 

※メールで申込みの際は、件名に「公開講演会申込」 

文面に「申込希望講演会講師名」、「申込者氏名」、「申込者連絡先電話番号」 

をお知らせください。確認後、ご返信いたします。 

 

 

 

 
 

 

井口直子先生（2025/12/21（日）14：00～15：30） 

【子どもの食をはぐくむ学校給食】 
社会環境やライフスタイル等の多様化が進む中、子どもを取り巻く食の環境も大きく変化していま

す。食は生命を維持するだけではなく、心を豊かにしてくれるものであり、食育は知育・徳育・体育

の基礎となるものと言われています。自分自身の食や体のことに関心を持つことで、健康で豊かな生

活を送ることにつながります。その一端を担うのが学校給食です。子どもたちの健康増進と食育の観

点から行われている日本の学校給食は、世界からもお手本にされている素晴らしいものです。学校給

食を通して、食について考えてみませんか。 
 

 

小川護先生（2026/1/17（土）14：00～15：30） 
【日本復帰以降の沖縄における耕種農業の変容とこれからの展望】 

1972 年の日本復帰以降、サトウキビの単作地帯として知られた沖縄農業は、航空機の貨物便や予

冷設備を有するフェリー輸送などによって、本州の主要産地である野菜類や花き類の冬季端境期を狙

った県外出荷を中心に、花き類や野菜類を主体とする本島や離島における産地形成が認められます。

本講演会では沖縄の耕種農業を中心とする地域農業の変容と今後の展望について考えていきたいと思

っています。 
 

 

放送大学沖縄学習センター 無料です 
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公開講演会テーマと内容 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年度学長裁量経費「うるま市との共催による公開講演会」のご報告 

2025 年 8 月 31 日（日）うるま市立中央図書館との共催により「放送大学公開講

演会 2025～世代を超えて学び合う沖縄の行事～」をうるま市立中央図書館で開催

しました。 

当学習センターや沖縄国際大学・沖縄大学でも非常勤講師を務める稲福政斉先生

に「盆の行事と供え物」についてご講演いただきました。 

20 

旧盆前の講演ということもあり、会場には 60名ものご参加がありました。 

参加者からのアンケートでは、『本土のお盆との相違点や諸々の由来を学ぶことが

できた』 『中国、日本、仏教等取り入れ、ほんとの琉球の先祖供養等、特にお盆の行事

に関して知らない事も多くて、今日の講話たいへん勉強になりました。感謝します。』 

『旧盆の供え物の由来とか聞けて良かった。また、その供え物も地域によって違いが

あって面白いと思った。（私は与勝に住んでいますが、「ウンケージューシー」や「サトウ

キビ」はあまり見かけない）』『お供えしている理由や由来を知ることができておもしろ

かった。面倒がらずにきちんと準備してお供えしようと思った』など多くの感想が寄せ

られました。 

公開講演会のお知らせ 

名護市教育委員会との共催による公開

講演会を開催いたします！ 

今回の会場は、『名護市立中央図書館』 

講師に琉球大学教職大学院元教授、当

学習センターで面接授業もご担当されて

いる丹野清彦先生をお迎えいたします。 

講演会の内容やお申込み方法など詳細

は、沖縄学習センターウェブサイトへ掲載

いたします。 

『あの子はなぜあれるのか 

 荒れる子どもの謎をとく』 

講師：丹野清彦氏 

日時：11月 16日（日） 

    14：00～15：30 
会場：名護市立中央図書館 

    AVホール 
定員：100名（要事前予約） 

北部地域にお住いの方！ 
お待たせいたしました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の連載コーナーの流れとしましては、まず、「フランスの日本語教育」を概観し、その後、フランスか

らの留学生 Fさんに「日本語の旅」を語ってもらい、最後に「F さんからの質問」に筆者が答えます。 

1.「フランスの日本語教育の概要」 

フランスにおける日本語教育は、1863年にパリの帝立図書館附属東洋言語専門学校で始まり、1868年

には正式な日本語講座が開設されたことで本格化しました。以来、日本語教育は着実に発展し、2021 年度

「海外日本語教育機関調査」によると、現在の日本語学習者数は約 3 万人にのぼり、世界 12 位、ヨーロッ

パ内でも上位に位置しています。教育の中心は大学などの高等教育機関ですが、近年は小学校・中学校・高校

でも日本語が選択される機会が増え、学習層の裾野が広がっています。 

制度面でも、フランス政府や国際交流基金が連携して日本語教育を支えています。大学における日本語専

攻・副専攻の設置、日本語教師の養成、教材の整備などが進められ、教育の質的向上が図られています。これ

により、専門的な日本語学習の場が着実に整備され、次世代を担う学習者が育成されています。 

また、日本文化への高い関心が学習意欲を後押ししている点も大きな特徴です。フランスは日本以外で最も

漫画が読まれている国の一つであり、書店には常設の「Manga コーナー」が見られます。『ワンピース』『ナ

ルト』『鬼滅の刃』などの人気作品はフランス語に翻訳され、幅広い世代に親しまれています。さらに、毎年

7 月にパリで開催される「Japan Expo」には 20 万人を超える来場者が集まり、漫画やアニメ、ゲーム、

音楽といったポップカルチャーのみならず、書道や武道、茶道、折り紙などの伝統文化も紹介されます。こう

した文化交流の場は、日本語や日本文化への理解を深める貴重な機会となっています。 

このように、フランスにおける日本語教育は、長い歴史を背景に制度的基盤が整備され、さらに文化的魅力

が学習意欲を高めるという両面から支えられています。学習者の増加、教育環境の充実、文化交流の広がりを

背景に、今後も一層の発展が期待されています。 

 

 

表 1：学習者数の内訳 

機関数 教師数 
学習者数（29.569）100% 

初等教育 663 2.2% 

302 930 

中等教育 7.402 25.0% 

高等教育 12.880 43.6% 

学校教育以外 8.624 29.2% 

＊国際交流基金の「2021年度日本語教育機関調査結果」を基に筆者がまとめた 
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 日本語の旅 

〜留学生たちが教えてくれるもの〜 

その⑥ フランス編 

尚真貴子先生の連載コーナー 



 

 

図１：欧州の日本語学習者学習動機（2021） 

 

2．「日本語の旅」 

O大学で学ぶ留学生 Fさんに「日本語の旅」について語っても

らいました（2025年８月）。以下、「私」は留学生 Fさん自身

です。 

私は、フランスのブルターニュ地方にあるカルナックの出身で

す。私の家の近くの森には、2025年に世界遺産に登録された「カ

ルナック列石」があります。これは、数千年前の人々が残した謎の

巨石群で、約 4㎞にわたり 3000個以上の石が直線や円形に並ん

でいます。石の高さは 1メートルから７メートルほどで、さまざ

まな大きさのものがあります。また、「海に浮かぶ城」として多く

の観光客が訪れるモン・サン・ミッシェルは、車で約 3時間の距

離にあります。私の家の周辺には美しい自然が広がっており、心が

癒されるような環境です。 

 

私が日本語に興味を持つようになったきっかけは、15年前、父が空手を習い始めたことです。父は「空手

は、頭と体の両方を使うスポーツだ」と言って、新しい挑戦として始めたようです。その影響で、私も６年前

に空手を始めました。私の空手の先生はフランス人でしたが、沖縄で修行を積んでおり、その先生の師匠は沖

縄出身の方でした。その話を聞いてから、私は沖縄や日本文化に興味を持つようになり、日本についてもっと

知りたいと思うようになりました。そんなある日、パソコンで情報を検索している時、うっかり操作を間違え

て画面がすべて日本語になってしまいました。もともとパソコンが苦手だった私は戸惑いましたが、その時

「日本語が読めたらもっといろいろなことがわかるのに」と感じ、さらに日本語に興味が湧きました。こうし

た経験が重なり、私は大学で日本語を学ぶことを決めました。私の大学では、日本語の授業は 1年生で週に

3 時間、2・3 年生になると週に 2 時間しかありません。そのため、もっと集中的に日本語を学びたいと思

い、協定校である沖縄の大学に留学することを決意しました。 
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図２：フランスの地図 



 

 

沖縄の大学では、日本語の授業が週に 8 コマ（1 コマ 90 分）あります。また、私は空手部に所属してお

り、週に 3 回、2 時間の練習を行っています。沖縄の空手には「組み手」と「型」がありますが、私は「組

み手」が好きです。「型」は一人で行いますが、「組み手」は試合の時にまるでダンスのようで、相手の動き

を読みながら行うところが面白いと感じています。空手のほかにも、剣道部や書道部にも参加しました。剣道

では、開始と終了時に必ず「ありがとう」と感謝の気持ちを表します。礼や黙想を大切にしている点が印象的

でした。空手は前方や下への動きが多いのに対し、剣道はトンボのようにまっすぐに動くのが特徴的でした。

書道部では、漢字をたくさん書きました。心が落ち着き、とてもリラックスできる楽しい時間でした。 

日本語を勉強していて特に難しいと思うのは、敬語です。中でも謙譲語は最初に学んだ時、とても不思議に

感じました。フランス語にも丁寧な言い方はありますが、「自分をへりくだって相手を立てる」という考え方

はあまりなく、頭では分かっても実際に使うのは大変です。たとえば、「言います」の謙譲語は「申します」、

「聞きます」や「行きます」は「伺います」のように、動詞そのものが大きく変わってしまいます。フランス

語では動詞の形がここまで変化することはないので、日本語の謙譲語はとても複雑に感じます。さらに、日本

語の敬語は「尊敬語」「謙譲語」「丁寧語」の 3 つに分かれており、誰が行動するかによって使い分けなけ

ればなりません。「先生に会いました」と言いたい時は、自分が会ったので謙譲語を使って「先生にお目にか

かりました」と言います。しかし、「先生が来ました」の場合は先生が主語になるので、尊敬語で「先生がい

らっしゃいました」と言います。このように、相手への敬意だけでなく、自分の立場や文の主語によって言い

方が変わるところが、日本語の敬語の難しさだと思います。まだ完全には使いこなせていませんが、授業や会

話の中で少しずつ慣れていきたいです。 

また、フランス語では「h」を発音しないため、つい「h」を抜かして言ってしまい、その結果、相手には

別の言葉として聞こえてしまうことがあります。たとえば、「hashi（箸）」を「ashi（足）」のように発音

してしまい、「hashi で食べます」が「ashi で食べます」と聞かれて、驚かれたことがありました。他にも、

次のような例があります。 

•「hana が綺麗ですね」と言ったつもりが「ana が綺麗ですね」と聞こえたようで、友達は「穴が綺麗？」

と首をかしげていました。 

•友達と動物の話をしていて「hebi が怖い」と言ったつもりが「ebi が怖い」と聞き取られて「どうして

エビが怖いの？」と驚かれてしまいました。 

•「空に hoshi が見えます」と言ったら、「oshi が見えます」と聞かれてしまい 

友人が「推しが空に見えるなんて素敵だな」と笑っていました。 

     

日本語の発音はとても難しいです。私たちフランス人にとって、「つ」と「す」の区別はとても微妙で、な

かなか聞き分けることもできません。たとえば、「つくえ」と言いたいのに「すくえ」のように聞こえてしま

います。先生はやさしく直してくれますが、自分では違いがわからなくて困ります。 

日本語で易しいと感じるのは「漢字」です。漢字はまるで絵のようで、見ているだけでも楽しめると感じま

す。たとえば「花」や「桜」には植物を表す「艹」や「木」の部首が含まれており、意味が自然と想像できる

点が魅力です。「海」では「氵（水へん）」から水に関係することが分かり、「宀（うかんむり）」のつく「家」

「室」「宮」などは住まいや建物に関係しているとすぐに理解できます。このように、漢字は視覚的に意味を

連想させる「絵文字」のような性質を持っていて、言葉の背後にある世界を想像する楽しさがあります。書く

たびにその形や成り立ちに触れられるのも、日本語学習の中での大きな魅力のひとつです。 

 

 23 



 

 

私は将来、アジア考古学の研究者になりたいと考えています。帰国後は大学院に進学し、博士課程を経て、

最終的には東京で教鞭を執ることを目指しています。日本では、自分の意見をはっきり言わない傾向があると

感じることもありますが、私が外国人だからか、周囲の人たちはいつも手を差し伸べてくれ、親切に接してく

れます。相手の文化を尊重し、理解しようとする姿勢にとても感謝しています。まずは、フランスで布団を購

入し、日本語で夢を見ることができたら嬉しいです。 

 

３．「留学生からの質問」 

Fさんからの質問：日本に来て驚いたことは、日本人が「挨拶をする時」「お礼を言う時」「謝る時」「お

願いをする時」など、多くの場面で「お辞儀」をしていることです。しかも、目の前に相手がいないのに、電

話口で頭を下げて挨拶をしている姿も見かけます。なぜ、日本人は何度も「お辞儀」をするのですか。 

回答：日本に来て驚くことのひとつに「お辞儀の多さ」があります。挨拶・お礼・謝罪・お願いなど、さま

ざまな場面で日本人は自然に頭を下げています。中には、電話越しに相手の姿が見えないにもかかわらず、つ

い深々と頭を下げてしまう人までいて、「そこまでしなくても！」と思わず微笑んでしまうこともあるかもし

れません。なぜそこまでお辞儀をするのでしょうか。それは、日本ではお辞儀が単なる動作ではなく、「礼

儀」「感謝」「謝罪」「敬意」など、心からの気持ちを表現する大切な手段だからです。言葉だけでなく態度

でも気持ちを伝える、そのような文化が日常生活に根づいているため、お辞儀がごく自然に使われているので

す。 

しかもお辞儀には「段階」があります。すれ違いざまの「軽い会釈」（15度）、ちょっとした感謝やお願

いの時の「浅礼」（30度）、ビジネスでしっかり伝える時の「敬礼」（45度）、そして心から謝罪や深い

感謝を伝える「最敬礼」（90度近く）です。角度の違いで気持ちの強さを表現できるのは、日本独特の面白

い特徴です。 

この習慣のルーツは仏教の礼法にさかのぼり、武士の作法として定着し、やがて日本文化全体へと広がっ

ていきました。今ではお辞儀は、人と人との距離を縮め、信頼関係を築くための「非言語コミュニケーショ

ン」として欠かせない行動となっているのです。電話でもつい頭を下げてしまう、それほどまでに、お辞儀は

日本人の心と体に染みついているのでしょう。 

 
【参考文献】 

朝倉孝雄（1955）『フランス語文法辞典』白水社 

倉方秀憲・東郷雄二・春木仁孝・大木充・倉方健作（編）（2020）『プチ・ロワイヤル仏和辞典（第５版）』旺文社 

【参考サイト】 

・国際交流基金『日本語教育 国・地域別情報「フランス（2023 年度）」』 

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/2023/france.pdf 

（2025 年 8月 15 日閲覧） 

・国際交流基金『日本語教育 国・地域別情報「欧州（2023 年度」）』 

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/result/dl/survey2021/europe.pdf 

（2025 年 8月 15 日閲覧） 

・『にほんご Study』https://nihogo-study.com/2023/02/04/survey-2021/ 

  （2025 年 8月 19 日閲覧） 

・『にほんご日和』https://haa.athuman.com/media/japanese/culture/1477/ 

  （2025 年 8月 17 日閲覧） 

・『日本文化を探る 何気ない日常に潜む日本の文化～お辞儀編～』 

https://1200irori.jp/content/learn/detail/case08#:~:text= 

（2025 年 8月 17 日閲覧） 

・ブルターニュ地方地図  

https://www.travel-zentech.jp/world/map/france/Map-Region-Bretagne.htm 

  （2025 年 8月 19 日閲覧） 
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沖縄学習センター 

サークル・同好会のご紹介 

ご興味のある方は、 

各サークル・同好会の 

活動日に、お気軽に 

お訪ねください。 

サ ー ク ル 

Enjoy English 

活動時間 

毎週火曜日 

14：00～16：00 

場 所 

サークル室 

パソコンサークル 

活動時間 

毎週日曜日 

1０：３0～1２：０0 

場 所 

サークル室 

英語クラブ「BRUSH UP」 

活動時間 

第 1・3 土曜日 

14：00～16：00 

場 所 

サークル室 

煎茶サークル「和」 

活動時間 

第 4 火曜日 

1３：00～17：０0 

場 所 

非常勤講師控室 

のびのびストレッチサークル 
活動時間 

毎週木曜日 

11：00～12：30 

場 所 

サークル室 

旅の会 
活動時間 

第 1 日曜日 

13：00～16：00 

場 所 

サークル室 

三線サークル 

活動時間 

毎週水曜日 

15：00～17：00 

場 所 

サークル室 

中国語勉強会「你好倶楽部」 

活動時間 

第 1～4 土曜日 

11：00～13：00 

場 所 

サークル室 

宅地建物取引業基礎勉強会 

活動時間 

毎週金曜日 

1０：０0～1２：０0 

場 所 

サークル室 

同 好 会 

琉球舞踊同好会 

活動時間 

毎週水曜日 

1４：０0～1５：０0 

場 所 

サークル室 
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放送大学沖縄学習センター学生研修（組踊観劇）のご案内 

 沖縄学習センターの学生研修旅行の一環として、世界無形文化遺産に登録された「組踊（執心鐘入）」の観劇

を、下記の日程で実施しますのでご案内します。 

「組踊」は、琉球王国の踊奉行の役人が中国からの使者「冊封使」をもてなすため、薩摩や江戸で見聞した「能」や

「歌舞伎」などの芸能の様式を融合させ、独自の歌舞劇として創出し発展を遂げたといわれています。 

今回の研修では、道成寺に伝わる安珍清姫伝説を題材とする「道成寺物」として、「能（道成寺）」、「文楽（日高川入

相花王）」、「歌舞伎（京鹿子娘道成寺）」、「琉球組踊（執心鐘入）」等、其々の芸の分野で独自に発展してきた中から、

「歌舞伎」と「組踊」の比較鑑賞を行い、「歌舞伎」と「組踊」の違いを確認し、造詣を深めることを目的とします。 

研修については、事前に沖縄学習センターでＤＶＤによる歌舞伎「京鹿子娘道成寺」を鑑賞してもらい、後日（2025

年 12月 13日（土））、国立劇場おきなわで組踊劇「」を観劇し堪能していただきます。 

 

記 

 

◎組踊劇「執心鐘入」の観劇 

【日   時】 ２０２５年１２月１３日（土） 開演１４：００－ 

【研修場所】 国立劇場おきなわ（浦添市勢理客 4-14-1）    

【集合場所】 研修場所と同じ（現地集合及び現地解散とします。） 

【集合時間】 １３：２０ 

【定   員】 ４０名（参加費：無料） 

【参加条件】  

①研修日の前日までに、 「学生教育研究災害傷害保険」（１００円）及び 

                  「通学中等傷害危険担保特約」（４０円）に加入済みであること。 

②原則、観劇の前にＤＶＤ「歌舞伎（京鹿子娘道成寺）」を鑑賞すること 

【受付期間】 ２０２５年１０月７日（火）～２０２５年１１月１１日（火） 

        ※定員に達し次第、受付期間に関わらず締め切ります。 

【申込方法】 下記の申込先まで、E-mailにより、氏名及び学生番号をお知らせください。 

E-mailが利用できない方は、電話予約又は直接窓口へお越しのうえ、お申し込みください。 

 

◎ＤＶＤ歌舞伎（京鹿子娘道場寺）の鑑賞スケジュール 

【日   時】 １０月７日～１１月２８日の火曜日、金曜日及び土曜日*  １４：３０～１５：５０        

        *１１月２２日（土）は、交流文化祭のため除きます。 

【鑑賞場所】 沖縄学習センター ＩＣＴ室 （４階） 

【申込方法】 鑑賞を希望する日時を、事前に下記の申込先までご連絡ください。 

 

◆申込先◆ 

                                        放送大学沖縄学習センター 

                                                    ℡：098-895-5952 

                                                     E-mail：okinawa-h@ouj.ac.jp 

学生研修の参加者を募集いたします！ 
参加条件をご確認の上、お申込みください。 
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